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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体の光学像を電気信号に変換する撮像素子と、
　前記撮像素子の前面に配置された振動板と、
　前記振動板の外側に装着され、前記振動板を振動させる振動発生部と、
　前記撮像素子と前記振動板との間に位置し、前記振動板のエッジを支持する支持フレー
ムと、
　前記支持フレームに設置されており、前記振動板に伝播される振動が２つ以上に分割さ
れるように前記振動板の振動面の一部を加圧する部分を含む振動加圧部と、
を具備し、
　前記振動板における前記振動加圧部によって加圧される部分が、前記振動発生部と、前
記振動板の中央部と、の間で、前記振動板の一側端の中央に該当する領域である撮像装置
。
【請求項２】
　前記振動加圧部は、前記振動板の前面の少なくとも一部を加圧するように接触する部分
を具備することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記支持フレームは、前記振動板の背面と接触するように、前記振動板側に突出した突
出部を具備し、前記突出部は、前記振動板の前記振動加圧部によって加圧される部分に対
応して位置することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
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【請求項４】
　前記振動板は、低域通過フィルタであることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記振動発生部は、圧電素子であることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記振動加圧部は、前記支持フレームから被写体側に延長され、前記振動板と離隔され
た連結部と、前記連結部で曲折されて前記振動板の前面に沿って延長される曲折部と、を
具備することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記曲折部は、前記曲折部の端部が、前記振動板を加圧するように傾斜をなすことを特
徴とする請求項６に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記曲折部には、前記振動板を加圧するように突出した突起をさらに具備することを特
徴とする請求項６に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記支持フレームと前記振動板との間に配置され、前記振動板の振動を緩衝する振動緩
衝部をさらに具備することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記支持フレームと前記振動板との間に配置され、前記振動板の振動を緩衝する振動緩
衝部をさらに具備する請求項３に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記振動緩衝部は、前記突出部を前記振動板に向けて通過させるように、前記突出部と
対応する領域に形成された溝を具備することを特徴とする請求項１０に記載の撮像装置。
【請求項１２】
　前記分割された振動により、前記振動板に付着したほこりが、前記振動板の全領域にわ
たって除去されることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置に係り、さらに詳細には、振動板のほこりを全領域にわたって効率
的に除去し、簡素な構成を有した撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　映像を撮影することができるデジタル映像撮影装置には、撮像素子が内蔵されている。
最近、撮像素子の画素数の増加によって、画素ピッチが細密になっている。従って、撮像
素子近辺に付着したほこりなどが、撮影されたイメージに、意図しない影や斑点として現
れるなど、画質に影響を及ぼすという問題が発生した。
【０００３】
　従来のほこり除去機能を有したカメラは、超音波を利用したり、あるいは電磁力を利用
してほこりを除去した。しかし、最近では、圧電素子のような振動源を利用してほこりを
除去する方式が主に利用されている。しかし、１つの周波数に対して、撮像素子などに生
成される共振モードが一つだけ発生するので、振動ノード部分に、ほこり除去に有効な振
動が発生せず、ほこりが除去されない領域が生じた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、簡素な構成を介して、撮像素子などに付着したほこりを、全領域にわたって
効果的に除去することができる撮像装置を提供することを目的にする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
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　本発明は、被写体の光学像を電気信号に変換する撮像素子と、撮像素子の前面に配置さ
れた振動板と、振動板の一側に装着されて振動板を振動させる振動発生部と、撮像素子と
振動板との間に位置し、振動板のエッジを支持する支持フレームと、支持フレームに設置
され、振動板の振動面の少なくとも一部を加圧する部分を含む振動加圧部と、を具備した
撮像装置を提供する。
【０００６】
　前述の構成の撮像装置では、振動加圧部によって、振動板に振動を分離させて伝達する
ことができるので、振動板に互いに異なるモードの振動が伝達され、振動のノード領域が
最小化され、ほこり除去性能が向上する。
【０００７】
　本発明において、振動加圧部は、振動板の前面の少なくとも一部を加圧するように接触
する部分を具備することができる。
【０００８】
　本発明において、支持フレームは、振動板の背面と接触するように振動板側に突出した
突出部を具備し、突出部は、振動板の振動加圧部によって加圧される部分に対応して位置
することができる。
【０００９】
　本発明において、振動板は、低域通過フィルタ（low pass filter）でもある。
【００１０】
　本発明において、振動発生部は、圧電素子でもある。
【００１１】
　本発明において、振動加圧部は、支持フレームから被写体側に延長され、振動板と離隔
された連結部と、連結部で曲折され、振動板の前面に沿って延長される曲折部と、を具備
することができる。
【００１２】
　本発明において、曲折部は、曲折部の端部が振動板を加圧するように傾斜をなすことが
できる。
【００１３】
　本発明において、曲折部には、振動板を加圧するように突出した突起をさらに具備する
ことができる。
【００１４】
　本発明において、支持フレームと振動板との間に配置され、振動板の振動を緩衝する振
動緩衝部をさらに具備することができる。
【００１５】
　本発明において、振動緩衝部は、突出部を振動板に向けて通過させるように、突出部と
対応する領域に形成された溝を具備することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　前述のような実施形態に係わる撮像装置は、１つの振動発生部を利用して、振動板表面
に互いに異なるモードの振動を伝達させ、簡素な構成で振動板の全領域のほこりを効果的
に除去することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】一実施形態に係わる撮像装置のそれぞれの構成要素を図示した斜視図である。
【図２】図１のそれぞれの構成要素が結合された撮像装置を図示した斜視図である。
【図３】図２の一部分の断面を拡大して図示した斜視図である。
【図４】図２の撮像装置で、ＩＶ－ＩＶに沿って切り取った側面を図示した断面図である
。
【図５】本発明の他の実施形態に係わる撮像装置の側面を図示した断面図である。
【図６】本発明のさらに他の実施形態に係わる撮像装置の側面を図示した断面図である。
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【図７】１つの波腹及び２つのノードが発生する振動板の共振モードを図示した説明図で
ある。
【図８】２つの波腹及び３つのノードが発生する振動板の共振モードを図示した説明図で
ある。
【図９】図１の撮像装置で、振動が振動板に伝播される形態を図示した説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、添付された図面を参照し、本発明の望ましい実施形態について、さらに詳細に説
明する。ここで、撮像装置の前面は、被写体方向の面を意味する。
【００１９】
　図１は、一実施形態に係わる撮像装置のそれぞれの構成要素を図示した斜視図である。
【００２０】
　図１に示された実施形態に係わる撮像装置は、撮像素子１０と、振動板２０と、振動発
生部３０と、支持フレーム４０と、振動加圧部５０と、を具備する。
【００２１】
　前記撮像素子１０は、被写体の光学像を電気的信号に変換する機能を遂行する。被写体
の映像光は、撮像光学系（図示せず）によって、撮像素子１０の結像面に結像される。撮
像素子１０は、例えば、ＣＣＤ（charge coupled device）またはＣＭＯＳ（complementa
ry metal－oxide semiconductor）などの光電変換素子でもある。
【００２２】
　前記振動板２０は、撮像素子１０よりも被写体の方に位置し、入射された光を透過させ
る光学素子であり、一般的に低域通過フィルタ（ＬＰＦ：low pass filter）でもある。
しかし、振動板２０に使用される光学素子は、それに限定されるものではない。被写体の
映像光は、前記振動板２０を介して、撮像素子１０に入るので、振動板２０に微細ほこり
などが付着する場合、撮影されたイメージに、意図しない影などを発生させることがある
。
【００２３】
　前記振動発生部３０は、電気信号によって、振動を生じさせる装置であり、それは、圧
電素子（piezoelectric device）でもある。圧電素子を利用すれば、超小型駆動モータを
製造することができる。圧電素子は、交流形態の電流が印加されれば、印加された電流の
駆動波形によって、特定周波数の振動を生じさせる。
【００２４】
　前記振動発生部３０が振動板２０の側面に装着され、振動板２０に付着したほこりを除
去するために、特定周波数の振動を振動板２０に伝達させる。
【００２５】
　前記支持フレーム４０は、振動板２０と振動発生部３０とを支持するように構成され、
映像光が通過するように、振動板２０のエッジに沿って延長されている。
【００２６】
　前記支持フレーム４０は、装着部４３を備える。装着部４３は、支持フレーム４０のエ
ッジに配置され、撮像素子１０を支持する撮像素子支持部１１は、装着部４３に対応する
装着部１３を備える。振動加圧部５０も、装着部１３及び装着部４３に対応する装着部５
７を備える。
【００２７】
　振動板２０を支持する支持フレーム４０と、撮像素子１０を支持する撮像素子支持部１
１と、振動加圧部５０と、は、締結手段７１，７２，７３，７４によって結合される。締
結手段７１，７２，７３，７４は、ボルトでもある。
【００２８】
　ボルトは、装着部１３，４３，５７の装着ユニットに挿入される。締結手段７１，７２
，７３，７４は、ボルト以外に、ピン、接着剤、バンドなどであってもよい。
【００２９】
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　支持フレーム４０は、振動板２０と接触するように、突出部４１を具備することができ
る。これは、支持フレーム４０と振動板２０との間に、他の構成要素が介在された場合、
振動板２０の加圧のために、振動板２０を支持するためである。
【００３０】
　振動緩衝部６０が、支持フレーム４０と振動板２０との間に介在され、振動板２０の振
動が可能になるように、振動緩衝部６０には、軟性のある物質を使用する。前記振動緩衝
部６０は、振動板２０の振動を緩衝し、振動によって、装置全体に影響を及ぼさないよう
にする。前記振動緩衝部６０は、支持フレーム４０の突出部４１を、振動板２０に向けて
通過させるように、突出部４１と対応する領域に形成された溝６１を具備することができ
る。
【００３１】
　前記振動加圧部５０は、振動板２０を支持フレーム４０に連結させ、また振動板２０の
一領域を加圧する。振動加圧部５０は、本実施形態では、一個であると例示している。し
かし、振動加圧部５０の個数は、一つに制限されるものではない。
【００３２】
　振動加圧部５０は、図示されているように、振動板２０の一側端の中央に該当する領域
を加圧することもできるが、それに限定されるものではない。すなわち、振動加圧部５０
は、振動板２０の一側端の中央から外れた領域を加圧するように変形されもする。
【００３３】
　本実施形態では、前記振動加圧部５０と対向する位置に、支持フレーム４０と振動板２
０とを連結する連結部材５１をさらに具備することができる。前記連結部材５１は、振動
板２０と接触する面に、ラバー（rubber）を具備しており、振動板２０を加圧せずに、支
持フレーム４０と振動板２０とを連結する機能を行うことができる。
【００３４】
　図１の撮像装置は、フィルタのような光学素子８０をさらに具備することができる。
【００３５】
　図２は、図１のそれぞれの構成要素が結合された撮像装置を図示した斜視図である。
【００３６】
　図２に図示された実施形態に係わる撮像装置は、締結手段７１，７２によって、振動板
２０、支持フレーム４０、撮像素子１０と結合されている撮像素子支持部１１が連結され
、支持フレーム４０の両対角線末端にある締結手段７３，７４によって、追加的に支持フ
レーム４０と撮像素子支持部１１とを連結することができる。
【００３７】
　前記締結構造によって、それぞれの構成要素を簡便に結合させることができる。
【００３８】
　図３は、図２の一部分の断面を拡大して図示した斜視図であり、図４は、図２の撮像装
置で、ＩＶ－ＩＶに沿って切り取った側面を図示した断面図である。
【００３９】
　図３及び図４を参照すれば、振動板２０に振動発生部３０が装着されており、前記振動
板２０を支持フレーム４０が支持している。
【００４０】
　前記支持フレーム４０は、突出部４１を具備する。前記突出部４１は、振動板２０に接
触し、振動加圧部５０によって加圧される振動板２０の背面を支持する。
【００４１】
　前記振動加圧部５０は、前記支持フレーム４０に連結された一端から、前面方向に延長
する連結部５３と、前記連結部５３から振動板２０に向かうように傾斜をなす曲折部５４
と、からなる。
【００４２】
　前記振動加圧部５０は、前記振動発生部３０の振動発生を妨害しないように、振動発生
部３０と接触しないように、振動発生部３０を取り囲んで配置される。また、曲折部５４
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のエッジは、前記振動板２０と接触し、振動板２０を加圧しなければならないので、曲折
部５４は、連結部５３から振動板２０方向に傾斜をなすことができる。
【００４３】
　従って、連結部５３と曲折部５４とがなす角度αは、９０°以下になる。傾斜の程度に
よって、加圧の程度が異なり、それは、設計過程で変更して適用することができる。
【００４４】
　前記振動加圧部５０が、振動板２０の少なくとも一領域に圧力を加えることにより、振
動板２０で圧力を受けた部分の振動を他の領域に比べて抑制することができる。
【００４５】
　従って、振動発生部３０は、電気信号によって、１つの周波数の振動を生じさせるが、
振動板２０が振動加圧部５０によって加圧され、振動が少なくとも二つに分離されて振動
板２０に伝播されることにより、それぞれ異なる周波数に対する共振モードが発生する。
【００４６】
　また、振動緩衝部６０が、支持フレーム４０と振動板２０との間に介在されている。前
記振動緩衝部６０は、振動板２０のエッジに沿って延長されて配置されることにより、振
動板２０が振動されるように支持し、他の構成要素に振動の影響が及ばないように、振動
を緩衝するクッションの役割を行う。
【００４７】
　前記振動加圧部５０は、撮像装置全体において二つ以上でもある。
【００４８】
　図５は、本発明の他の実施形態に係わる撮像装置の側面を図示した断面図である。
【００４９】
　図５に示された実施形態に係わる撮像装置において、振動発生部３０’の構成が変形さ
れた。
【００５０】
　振動発生部３０’は、図４の振動発生部３０が、振動板２０の一側に形成された断面上
に位置したところとは異なり、振動板２０’の背面に装着され、振動板２０’を振動させ
る役割を行う。
【００５１】
　しかし、振動発生部３０’の位置は、それに限定されるものではなく、振動板２０’の
いずれの領域にでも装着される。
【００５２】
　また、振動発生部３０’の振動板２０’に係わる相対的な大きさも多様に変形されもす
る。
【００５３】
　図６は、本発明のさらに他の実施形態に係わる撮像装置の側面を図示した断面図である
。
【００５４】
　図６に示された実施形態に係わる撮像装置において、振動加圧部５０’の構成が変形さ
れた。
【００５５】
　前記振動加圧部５０’は、連結部５３’と曲折部５４’とを具備し、連結部５３’と曲
折部５４’とがなす角度α’は、９０°以上であるが、それに限定されるものではない。
【００５６】
　前記曲折部５４’は、振動板２０と接触する突起部５５’を具備する。前記突起部５５
’は、支持フレーム４０の突出部４１と対応する部分に形成され、振動板２０を加圧する
役割を行う。
【００５７】
　振動加圧部５０’は、振動板２０を支持フレーム４０に連結させると共に、振動板２０
に圧力を加え、１つの振動を少なくとも二つに分離させる機能を行えばよいので、図４と
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図６との実施形態以外に他の構成にも変形される。
【００５８】
　図７は、１つの波腹と２つのノードとを発生させる振動板２０の共振モードを図示した
説明図であり、図８は、２つの波腹と３つのノードとを発生させる振動板２０の共振モー
ドを図示した説明図である。図８は、図７よりも周波数が高い場合に該当する。
【００５９】
　図７及び図８に図示しされているように、共振モードで発生する振動には、波腹部分と
ノード部分とが生成される。振動の波腹部分では、振幅が大きいために、付着したほこり
を効率的に除去することができる。しかし、振動のノード部分は、振幅が０であるために
、付着したほこりを除去することができない場合がある。
【００６０】
　前述の実施形態に係わる撮像装置は、振動発生部３０を、１つの周波数で駆動した場合
、振動板２０で伝播される振動を２個に分割することにより、実質的に２個の振動モード
を生成し、振動板２０の全体領域にノードが生じないようにする。例えば、図７及び図８
を同じ平面に適用したとき、ノード部分が重ならない。これにより、１つの周波数を有す
る駆動信号で振動発生部３０を振動させながらも、振動板２０の全体領域を振動させるこ
とができ、振動板２０上に付着したほこりを効果的に除去することができる。
【００６１】
　図９は、図１の撮像装置で、振動が振動板２０に伝播される形態を図示した説明図であ
る。
【００６２】
　図９で、振動加圧部５０によって加圧される第１領域Ａでは、振動が抑制されるので、
第２領域Ｂと第３領域Ｃとにそれぞれ異なる形態の振動モードを有する振動が伝播される
。ここでは、第２領域Ｂの振動モードを振動モードＢとし、第３領域Ｃの振動モードを振
動モードＣとする。従って、振動発生部３０に印加される駆動信号に含まれた入力周波数
は一つであるが、振動発生部３０に対して、異なる２個の周波数を入力して振動させたよ
うな効果を得ることができる。
【００６３】
　振動板２０の表面の各位置では、振動モードＢによる振動と、振動モードＣによる振動
と、が合成されて変位が生ずる。振動板２０の表面の任意の地点を観察点にして観察すれ
ば、振動モードＢによって伝播された振動によっては、観察点でノードが形成されて振幅
が小さくなっても、振動モードＣによって伝播された振動によっては、ノードが形成され
ない。
【００６４】
　このように、振動モードＢと振動モードＣとによる振動を共に伝播させることにより、
ノードの位置での振幅低下を、他の振動モードによる振動で補うことができるので、振動
板２０に形成されるノードの個数を大幅に減少させることができる。これにより、振動板
２０の全体領域で、変位が０になるノードの個数を減少させることができる。
【００６５】
　このとき、各振動モードで、振動板２０の表面のノードの位置は、入力信号の周波数に
従って変化するので、周波数を最適値に設定することにより、振動板２０の表面で、振幅
が局所的に低下する部分の発生を最小化することができる。
【００６６】
　振動板２０の全体領域で、振幅のノードを生じさせないようにするために、振動発生部
３０に付与する駆動信号の周波数を最適値に設定する。従って、振動発生部３０に入力さ
れる周波数を変化させ、振動モードＢ及び振動モードＣのそれぞれに対して、振動板２０
のそれぞれの領域で、所定値以上の振幅が得られる周波数を取得する。
【００６７】
　前述の装置は、プロセッサ、プロセッサによって実行されるプログラムデータを保存し
て行うメモリ、ディスクドライブのような永久保存部（permanent storage）、外部装置
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と通信する通信ポート・タッチパネル・キー、ボタンなどのようなユーザ・インターフェ
ース装置などを含む。ソフトウェア・モジュールまたはアルゴリズムで具現される方法は
、前記プロセッサによって実行可能なコンピュータで読み取り可能なコードまたはプログ
ラム命令でもって、コンピュータで読み取り可能な非一時的な（non-transitory）記録媒
体上に保存されもする。ここで、コンピュータで読み取り可能な記録媒体として、マグネ
チック記録媒体（例えば、ＲＯＭ（read-only memory）、ＲＡＭ（random-access memory
）、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスクなど）、及び光学的判読媒体（例
えば、ＣＤ（compact disc）－ＲＯＭ、ＤＶＤ（digital versatile disc））などがある
。前記コンピュータで読み取り可能な記録媒体は、ネットワークで連結されたコンピュー
タ・システムに分散され、分散方式で、コンピュータ可読コードが保存されて実行される
。前記媒体は、コンピュータによって判読可能であり、前記メモリに保存され、前記プロ
セッサで実行される。
【００６８】
　本発明で引用する公開文献、特許出願、特許などを含むすべての文献は、各引用文献が
個別的に、かつ具体的に併合して示すこと、または発明で全体的に併合して示したところ
と同一に発明に併合される。
【００６９】
　本発明の理解のために、図面に図示された望ましい実施形態に参照符号を記載し、前記
実施形態を説明するために特定用語を用いたが、前記特定用語によって本発明が限定され
るものではなく、本発明は、当業者において、一般的に考えることができる全ての構成要
素を含むことができる。
【００７０】
　本発明は、機能的なブロック構成及び多様な処理段階で示される。そのような機能ブロ
ックは、特定機能を行う多様な個数のハードウェアまたは／及びソフトウェアの構成で具
現されもする。例えば、本発明は、一つ以上のマイクロプロセッサの制御または他の制御
装置によって多様な機能を行うことができる、メモリ、プロセッシング、ロジック（logi
c）、ルックアップテーブル（lookup table）のような直接回路構成を採用することがで
きる。本発明の構成要素が、ソフトウェア・プログラミングまたはソフトウェア要素で実
行されるところと類似して、本発明は、データ構造、プロセス、ルーチンまたは他のプロ
グラミング構成の組み合わせで具現される多様なアルゴリズムを含み、Ｃ、Ｃ＋＋、ジャ
バ（Java（登録商標））、アセンブラ（assembler）のようなプログラミングまたはスク
リプティング言語で具現されもする。機能的な側面は、一つ以上のプロセッサで実行され
るアルゴリズムで具現されもする。また本発明は、電子的な環境設定、信号処理、及び／
またはデータ処理などのために、従来技術を採用することができる。「メカニズム」、「
要素」、「手段」、「構成」のような用語は、広く使用され、機械的であって物理的な構
成として限定されるものではない。前記用語は、プロセッサなどと連携し、ソフトウェア
の一連の処理（routines）の意味を含んでもよい。
【００７１】
　本発明で説明する特定の実行は、一実施形態であり、いかなる方法でも、本発明の範囲
を限定するものではない。明細書の簡潔さのために、従来の電子的な構成、制御システム
、ソフトウェア、前記システムの他の機能的な側面の記載は省略される。また、図面に図
示された構成要素間の線の連結または連結部材は、機能的な連結及び／または物理的また
は回路的な連結を例示的に示したものであり、実際の装置では、代替が可能であったり、
あるいは追加の多様な機能的な連結、物理的な連結、または回路連結として表されもする
。また、「必須」、「重要」のように具体的な言及がなければ、本発明の適用のために、
必ずしも必要な構成要素ではないこともある。ここで使用される「含む」、「具備する」
などの表現は、技術の開放型終結部の用語であると理解されるために使用された。
【００７２】
　本発明の明細書（特に、特許請求の範囲）で、「前記」の用語及びそれと類似した指示
用語の使用は、単数及び複数いずれにも該当するものである。また本発明で、範囲（rang
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e）を記載した場合、前記範囲に属する個別的な値を適用した本発明を含むものであり（
それに反する記載がなければ）、発明の詳細な説明に、前記範囲を構成する各個別的な値
を記載したもののようである。最後に、本発明による方法を構成する段階について、明白
に順序を記載したり、あるいはそれに反する記載がなければ、前記段階は、適切に順序で
行われる。必ずしも、前記段階の記載順序によって、本発明が限定されるものではない。
本発明で、全ての例または例示的な用語（例えば、など）の使用は、単純に本発明につい
て詳細に説明するためのものであり、特許請求の範囲によって限定されるものではない以
上、前記例または例示的な用語によって、本発明の範囲が限定されるものではない。また
、技術が属した分野の当業者であるならば、本発明の範囲及び思想から外れずに、多様な
修正と変更とを容易に行うことが可能であるということが明確に分かる。
【産業上の利用可能性】
【００７３】
　撮像装置に係わる実施形態は、さらに詳細には、振動板のほこりを全領域にわたって効
率的に除去し、簡素な構成を有した撮像装置に係わる。
【００７４】
　前述のような実施形態に係る撮像装置は、１つの振動発生部を利用して、振動板表面に
、互いに異なるモードの振動を伝達させ、簡素な構成でもって、振動板の全領域のほこり
を効果的に除去することができる。
【符号の説明】
【００７５】
１０　撮像素子、２０　振動板、３０　振動発生部、４０　支持フレーム、４１　突出部
、５３　連結部、５４　曲折部、６０　振動緩衝部、６１　溝

【図２】 【図３】
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